


















要   約:市町村の母子保健計画は効率的な事業展開を図るために不可欠である。しかし、

計画策定の方法論は必ずしも確立されておらず、また一つではない。地域づくり・ヘルス

プロモーションの視点に重点を置いた方法等、様々なタイプの計画策定が試行されている。

今回、イメージ解決型、評価重視型、目的設定型、問題意識解決型(歯科保健)の 4タイプ

の計画策定方法別に研修会を実施し、それぞれの有用性と問題点を検討した。その結果、

いずれの方法も計画策定の動機づけには有用であった。タイプ別ではイメージ解決型は作

業方法が、評価重視型は評価の視点が、目的設定型は達成目標・目指すべき方向性が、他

の方法と比較して役に立ったとの回答が多かった。研修後はどのタイプも「策定できそう、

少しは策定できそう」という回答がほぽ 80%となった。今後は、保健所が地域の専門機関

として、情報収集分析や計画策定作業に協力することが重要である。


